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　xK甘＝0になった時，ここでPerfectStickerは
　　m－16より㎏＝0又Rg＝0．．．㌦＜K皿
　となって，短期利潤を極大にならないことがわかる。
　5．ハーンは，ハロッドのポイント次の点にあるとしている。
　右下りの需要曲線が，オーソドックスな過剰能力を導くという結論は次
の2っにある。
　a．）　その産業で，超過利潤があって，類似の生産物が容易に生産される
という意味において，フリーエントリーが可能である場合。
　b、）生産者はっねに利潤を極大化しようとする場合，ところが（b）の
仮定は，ハロッドも認めているように，企業があいまいな市場に直面させ
られる時にとる儀式的方法（ritualiStiCWay）を無祖している㈹。
　この儀式的方法を遂行するかぎりにおいて競争はなくなり，エントリー
は起らない。
　そこでハーンは次のように指摘する。「ヒックスはこの儀式主義に注意
して，ハロッド的企業家は，たとえ寡占的予想を行なったとしても結局，
PerfectStickerである。そして過剰能力の問題を考える時，それが，一時
的なそれかオーソドックスなそれかを判断するのはむずかしい・というふ
にしているu4〕O
　そして，さらに次の分折が充分でないとする「すべての企業をPerfect
Stickerと仮定する。その時，長期需要曲線が，長期平均費用曲線に接し
ないなら，ヱントリーを，ひき起こす，超過利潤がある。これは予想を寡
占的であるとすれば正しい。なぜなら，寡占的予想は，O－Pで利潤の極
大化に直接関係ないからu5〕。これは，ヒックスの期間の取り方カ㍉　あい
まいであることを示している。というのは，一期間競争者を追い出すのに
成功したとしても，他の期間には，わからず，それは他のC－Pにもちこ
しただけであるから。というように批判している‘16〕。
　そこで，ヒックスのPerfect　Stickerの解釈があいまいであるから，次
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のような仮定を行う。これは，ハロッドの儀式的方法も含まれているとし
ている。
　6．企業家は，所与の時間を通して，一定の平均利潤を保障するような，
方法で行動する。従って需要条件は同じ，これは儀式的な解釈の方法と考
えられる。
　　今，効用関数を
　　　　　　　　σ＝σ（9i，92，＿，9、，0）　　　　　　III－18
　ここで，g1・…・・g皿は〃期間のそれぞれにおいて得られる利潤，その期
間，競争者は所与とする。Gは企業がη期間の終りに身売されるであろ
う予想価格（身売価格）。期間は〃期。
　エ1……”冊はそれぞれの期間に計画される生産物，従ってgは次のよう
に，定義される。
　　　　　9、（Xl）・・…・9j（兀。X。…Xj）9j．1（γ。…Xj。、）
　　　　　　　9咀（X1＿X皿）
　　であるから
σ一σ（・・（兀1）……1（・・・・・・…）…・蜆（γ・…篶）・・）
　　”jにっいて偏微分すると
∂・一∂・∂g・十十∂・虹十十∂・∂g・十∂・亙一〇
∂Xj　∂gl∂兀j　　　∂gj∂Xj　　　∂g皿∂Xj　∂G∂Xj
　　III－18と利潤函数の式を考慮して，
舳1一尺I）・σ・・祭：・σ・・祭：・・σ峡斗σ・午・
σ・・（㌦一仁・）・　σ・舟…σ飢；隻：・σ舟一・
吹”一1（r工日．、一K工冊．、）十
σg、（㌦，、一κ工，，）十
σ・皿舟・叱、鴛、一・
　∂oσ・ 。＝O
　　“
より
σ・片へ）・、享、σ崎・哨一・（ム1…・）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IH－19
　PerfectStickerは今や晦1＝しk2・＝……しな冊＝0
となるような企業家達である。そして，
寄ミ1であれ唯…1（’7）である！仮定すれば・
∂0＝且昌．．．＿且一∂g・一虹＿∂g・＝虹一．＝OHI－20
∂X、　∂X。　　∂X”　∂X、　～　∂X。　∂X。
　この式は，η期の終りの資本価値Gはもし，すべての競争者を完全に
排除するなら極大になるという結論である＝1島〕。
　これよりIII－16の～＝K丑というおかしな結論はきえている。又ヒック
スが，寡占的なように行動したのに，結局そうでないような結論になって
いたが，ここでは，それを解決している。以上が，ハーンのヒックス批判
の主限点である。我々は終りに，これに対するコメントを多少なりとも与
えておこう。
（1）　F．H．Hahn．“Excess　capacity　and　Imperfect　Competitien　Oxford”。Econo－
　　mic　paper　Oct．1955。
（2）　この定義は非常にあいまいで11図の北oか北1のどちらを指すか1さだかで
　　ないように思える。
（3）　Hahn：ibid．P．231脚注で証明されている。
（4）　1。設備の大きさは長期生産物によってのみ決定される。
　　2・　Xを生産する場合，長期と短期の隈界費用が等しい。
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（5）　Xがあいまいなので明確にわけて坊，X，γというようにする。
（6）　K（　）の中の”0r　Xのorが明確でないように思われる。
（7）　短期利潤によって効用を左右されない企業家。
（8）　長期利潤によって効用を左右されない企業家。
（9）　8≧Oによって快，不快を感じる人。
（1O）　極大に行動してないのにr莇＝K亜となる。これはおかしなことで，ハーンは
　　　6の最後ので所，これをうまく訂正している。
（11）規模をへらして，短期利潤ρ8＝PRとなる点をみつける。
　　　8＝r（”）一K（北，γ）
　　　・γ一紬一（伽・毛㌻外・こ汕蝸じ利潤線上にあることを示
す。㌦〉K躬珊K別＞O（∵xK甘〉0）であるかぎり
帖＝Oに対して仰＜O（減少するのであるから）伽＜0の値が存在せねぱな
らない。
（㌦一K躬）伽一北K頸む＝0
　　　　　五＞O一∠・■K…＞O
　　　　　伽　　　”K唖仙
（12）　しかしハーンのこれは矛盾しているのではないか。なぜなら，
　　In－16より㌦〈虎躬であれぱσ螂十σo”螂はゼロ，でなくてはいけない。
　　　ところが，III－17より，σo＋σ邊五！＝OならxK戸Oとならねばならない。
　　　従って㌦＜此皿とxK頸＞Oが同時に成り立つというのはまちがいであろう。
（13）儀式的方法とは，（a）平均して正常利潤が得られるような価格を選ぷ，（b）現
　　　実の需要が，その平均的水準で，変動しても・これらの変動が大きく・叉体係
　　　的でないかぎり・この価格を選ぷ・これはヒックスの臨界価格に当たると考
　　　えてよし）であろう。
（14）　Hahn＝ibid．p．235．
（15）Hahnの考えの中には，寡古的予想は，もちろんO－Pの利潤極大化行動には
　　　影響しないが，0・Pそのものに影響しないというように解釈できる。しかし
　　　HicksはPerfect　Stickerであればentryはないというように言っているか
　　　ら，（単純予想）Hahnと同じような結論になっていると思われる。
（16）　Hahn：ibid．p．236．
（1・）；篭キ・⇒蒜キ・
＿生＝〇　　五組＝O
∂勺　　　　　∂幻
これはもし・舟・・なら・エンll一カ・あ一て・需要曲線は左ヘシフ1
する，
舟・・であれば逆という仮定による。
（18）Hahn＝ibid．P．237の脚注参照。
　　　　　　　　IV．　　　終　　り　　に
　このノートでは何も新しいものはない。しかしHarrodの理論が両者に
よって，綴密化されたことは明らかである。特にハーンの効用関数に身売
価格を入れて，企業の均衡を考えたのは，ヒックスの予想，そしてその均
衡の不充分さを補っている。しかし，過剰能力の定義については，非常に
あいまいで，この点はヒックスの方が明確と思われる。また両者とも長期
生産物Xの定義が不明確で，ハーンは仕方なくスケールを示す変数ツを
入れて，展開したが，いまだに，ツの定義が，あいまいであるように思わ
れる。
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